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１．研究の目的  
本研究は、中国の青島・烟台という都市を、青島のドイツ租借期(1898～1914)、日本第 1
次占領期（1914～1922）、第 2 次占領期（1938～1945）、そして現代に至る変遷を中心に、
1858 年開港したコロニアルな海港都市であった烟台をも対象として、コロニアル/ポスト
コロニアル研究・「記憶」研究（アライダ・アスマン、ピエール・ノラ）・「都市」研究（ベ
ンヤミンのパサージュ研究）の視点から、ドイツ・日本・中国の「文化的記憶」の諸相を
明らかにすることを目的とする。研究対象としては、主に建築・都市計画・映画等の視覚・
物質情報、新聞・雑誌・文学・手記等の文字情報、当時を知る世代による証言・オーラル
ヒストリーなどを扱い、ドイツ・日本・中国、それぞれの視点からの記録と記憶を検証し、
イメージの創出・変成・重層を経て形成される「文化的記憶」の諸相を探求する1。 
それは、「租借」・占領・被植民地化・人民軍による「解放」というそれぞれの状況の中
で創られ紡がれ、そして多くが分断されてきた記憶の群れを掘り起こし、可視化し、対話
可能な「文化的記憶」へとケアすることが可能になる場を準備することにつながるであろ
う。 
青島・烟台は、占領者の交替、その過程での排斥・抵抗・受容・共存・解放の痕跡を多
層的に保持する都市である。この都市を資本・Nation・民衆生活のメディアとして捉え、
ドイツ・日本・中国の記憶が出会い、上書きされていく「記憶の場」として注目する。具
体的には、都市の街路・建築の建設・命名・改名・住替え・記念碑化（2003 年より文化財
のプレート設置）など物質情報の歴史と、文学・映画・教育等に現れた記憶とその受容、
証言の分析、大連・天津など海港コロニアル都市との比較・交通の分析を中心に、日中独
の資料を具体的に考察し、「文化的記憶」のあり様を総括する。 
本研究は、「租借」・占領・被植民地化・国民党軍による勝利・共産党による「解放」とい
うそれぞれの状況の中で創られ紡がれ、そして多くが分断されてきた記憶の群れを掘り起
こし、可視化し、対話可能な「文化的記憶」へとケアすることが可能になる場を準備する
ことにつながるであろう。 
ベンヤミンは、1892 年ベルリンに生まれ（『1900 年頃のベルリンの幼年時代』）、1930 年
代はナチスから亡命しつつ『パサージュ論』に取り組み、パリのパサージュを対象に資本
主義発生・展開期の都市の「夢」の形象を分析したが、これら資本と Nation の「夢」は、
東アジアの都市（青島は帝都ベルリンをモデルに「理想の植民地」として建設された）で
                                                        
1 中国での調査等に関しては、中国の研究者―朴銀姫氏（魯東大学講師	 比較文学・比較文化論）、李文哲氏（烟台大
学講師	 メディア論）の協力が予定されている。また、中国語文献・中国文学については橋本雄一氏（東京外国語大
学	 中国文学）、ドイツ語文献・ドイツ文学については須藤温子氏（日本大学芸術学部	 准教授	 ドイツ文学）の協力
が予定されている。 
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どのように創り出され、中国の民衆はそこにどう関わったのか。その Bild（形象―イメー
ジ）は、その後、支配者の交替（1914 年日本→1922 年中国国民党政府→1938 年日本→1945
年アメリカ→国民党→1949 年共産党）とともにどのように上書き／削除／保存／想起され
ていったのか。本研究では、この課題に、日中の研究者とともに取り組み、「文化的記憶」
の諸相を明らかにする。 
 
２．日独の研究状況	 
日本：建築学会における日中共同研究（藤森照信、伊藤庸一、岡田知子等）、日本におけ
るドイツ人捕虜収容所に関する研究（瀬戸武彦、習志野市教育委員会等）、青島鹵獲書籍研
究（志村泉、奥村淳等）、歴史研究（本庄比佐子、斎藤聖二、浅田進史等）に優れた研究成
果があるが、3 国の視点から、特に文化に関して掘り下げる研究は少ない。	 
2006 年の映画『バルトの楽園』では坂東捕虜収容所における日独の兵士・地域民の交流
や所長の姿が感動的に描かれているが、史実に変更が加えられて美談化された脚色となっ
ており、また、戦地であり植民化される側であった青島の中国人の姿・視点は描かれてい
ない。ともに国のために戦った軍隊だ、として敬意をもって遇したことが感動的に描かれ
ているが、その日独の軍隊が第 2 次大戦では行ったことに対する問題意識は、映画評にお
いても見られない。	 
ドイツ：1998 年、租借 100 周年を機にドイツ歴史博物館で「青島展」が開催され、Web 公
開もされている。そこでは、「「等しからざる」歴史の想起は、長い間考究されてこなかっ
た」との問題意識をもって、政治・経済のみならず、文化についても、「ヨーロッパの中国
像と中国のヨーロッパ像」、写真、ドイツ人捕虜による日本での第九演奏、文学など、中国
人の研究者とともに多角的な研究が行われている。歴史研究では、ドイツ時代については
Klaus	 Mühlhahn、日本占領期に関しては Wolfgang	 Bauer らの優れた研究があり、女性研
究の分野では、Marianne	 Bechhaus-Gerst らが、青島における駐在員の妻、看護婦、娼婦
などに関する興味深い生活史研究を行っている。また、文学においては、Weijian	 Liu が
ドイツ文学に現れた中国像の研究で青島文学についての考察を行っている。	 
国立文書館が、多くのドキュメントや映像資料のデジタル・データベースを公開してい
る。	 
	 
３．ドイツの「模範的コロニアル都市」Tsingtau	 の建設	 ―「東洋のベルリン」と
して  
	 本論文では、「青島・烟台をめぐるドイツ・日本・中国の文化的記憶」の I.「ドイツの
「模範的コロニアル都市」	 チンタオ」として、ドイツによる植民地建設の状況を考察す
る。 
	 1840-42 年のアヘン戦争後、ヨーロッパ列強は中国への侵出を進めたが、ドイツもまた
地理学者・地質学者フェルディナンド・フォン・リヒトホーフェンが調査（1868-72 年）
を行うなど準備を進めた。日清戦争（1894-95 年）後の下関条約（1895 年）では、清は日
本に、台湾と膨湖諸島とともに遼東半島を日本に割譲することになっていたが、遼東半島
の旅順、大連に野心をもっていたロシアは、ドイツ、フランスとともに「三国干渉」を行
い、遼東半島を清に返還させた。これを契機にドイツは中国への関与を強め、1897 年ドイ
ツ人宣教師殺害事件を理由に海軍少将オットー・フォン・ディードリヒスの下、膠州湾に
侵攻、青島を占領した。翌 1898 年、独清条約を締結し、膠州湾一帯の 99 年間の租借、鉄
道敷設権、鉱山の採掘権を獲得した。こうしてドイツ皇帝ヴィルヘルム 2 世はこの地域を
帝国保護領に編入し、帝国海軍東洋基地を築き、後に「東洋のベルリン」と言われる「理
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想的植民都市」を建設していった。 
	 1898 年の地図（図１）では、湾岸東部に当時の中国人の居留地が Tsingtau Stadt, Tsingtau 
Dorf として記され、天后宮 Tempel や衛門 Jamen Lager 中国郵便局 Postamt Jamen も記載さ
れている。しかし、湾岸地域はドイツ人居住区として開発され、中国人は Chinesen-Stadt と
書かれている Tapautau （大鮑島）地区に、さらには後に建設された北東部の台東鎮、西の
岬近くの台西鎮へと移住させられ、立ち退き完了後は古い家屋を衛生上の配慮のためとの
ことで焼き払い、道路や上下水道のインフラを完備させた近代的な都市建設を行った。こ
の都市計画の中心として、地図中心部の総督丘を背にした高台に総督府、その東の高台に
プロテスタント教会、港の西部に駅、さらにその西に軍の宿営場・練兵場、砲台等が記さ
れている。 
	 また、この地図の外部になるが、イルチス丘（現	 太平山）、ビスマルク丘（青島山）、
モルトケ山（貯水山）に兵営を設けて将兵を駐留させ、各地に砲台を設置し、青島全体を
要塞化した。 
 
図１	 1898 年「青島城市規划图」	 
青島城市青島市档案館編『青島地図通鍪』p.53. 
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1899 年には膠済鉄道の建設が開始され、その起工式は、はるばるドイツから訪中したハ
インリヒ皇太子臨席の下、盛大に催された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２	 群衆の中、中国兵に担われた輿で移動する皇太子ハインリヒ	 1899 年 
	 Das Bundesarchiv, Digitales Bildarchiv. 
 
 
	 1901 年の地図「Tsingtau 市中部地区& Ta Pau Tau 1901 年 10 月 1 日の建築状況」(図３)
では、既に鉄道や駅が記載され、市街地は格子状に区画整理され、道路にはすべてドイツ
名がつけられ、建物や建設予定地が記されている。重要な道路を見ていくと、湾岸の道路
はドイツ皇帝の名をとって Kaiser Wilhelm Ufer,（「ヴィルヘルム皇帝岸」	 現	 太平路）と
命名され、そこにプリンス・ハインリヒ・ホテルが建てられ、今も営業されている。そこ
から総督府に上っていく短いが権威ある道は、Wilhelm Strasse（「ウィルヘルム通り」	 現
青島路）と名付けられ、その角に Deutsch-Asiatische Bank 徳華銀行が建てられた。建物は
ルネサンス様式で、1，2 階にロッジアが施されている（図４）。第 1 次大戦ではドイツに
代わって日本が青島を占領したが、1922 年中華民国に返還後は、この建物は日本総領事館
として使われた。この徳華銀行は、膠済租借地での発券銀行であり、図５のような紙幣を
発行していた。紙幣の意匠としては、右にドイツを体現する女神ゲルマーニアが女王のよ
うに威厳をもて大きく描かれ、左上部にドイツの国章の鷲、その下に中国・清を表す龍が
描かれている。 
	 湾岸から 2 本目、Kaiser Wilhelm Ufer と平行して走る道路は皇太子の名をとって Prinz 
Heinrich Strasse（「プリンス・ハイリヒ通り」現 広西路）と名付けられ、ドイツの都市を
思わせる建物が立ち並んだ(図６)。総督府が建てられる予定の Gouvernement Platz（「総督
府広場」）から北西に走る領事館等が立ち並ぶ通りは青島占領を指揮した海軍少将の名に因
んで、Dietrichs Weg（ディートリヒス通り 現 沂水路）と命名され、市の中心を南北に走
る繁華街は、ベルリンと同じく Friedrich Strasse（「フリードリヒ通り」）と名付けられてい
る。ドイツ人居住区では区画も広く、そこに大きな建物がゆったりと敷地をもって建てら
れ、広い街路には街路樹が植えられ、まさに｢東洋のベルリン｣を造り上げていった（図７）。 
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 他方北部の中国人居住区は狭い区画の中に細分化された住居が建てられつつあり、通り
には山東通り、膠州通りなど中国名がつけられているのが読み取れる。	  
 
 
 
図３   「Tsingtau 市中部地区& Ta Pau Tau 1901 年 10 月 1 日の建築状況 1901 
 青島市档案館編『青島地図通鍪』p.71. 
 
図４	 Deutsch-Asiatische Bank（徳華銀行） 1901 	 Das Bundesarciv Digitales Bildarchiv 
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図５	 青島 1 ドル紙幣	 徳華銀行（ドイツ・アジア銀行）発行 
 
 
図６	 Prinz Heinrich Straße	 	 Das Bundesarciv, Digitales Bildarchiv 
 
図７	 青島概観	 	 Das Bundesarciv, Digitales Bildarchiv 
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４．チンタオの歌  
ドイツの国立文書館には多くの貴重な文書・映像資料が保管されているが、デジタル・
データベース化されたものはＷｅｂ上で自由に検索・閲覧可能である。そのドイツの歴史
を概観するサイトの「模範植民都市膠州の成立」の章に、当時歌われた「チンタオの歌」
のドキュメントが掲載されている（図８）。 
「この歌は、1912 年 10 月 6 日、プロイセン皇太子ハインリヒ臨席の栄誉を賜った市民の
祝宴で歌われ、後に水兵たちに流布した」と説明されている。歌詞を読んでみると、当時
のドイツ人の青島観が簡明に現れていて、大変興味深い。以下に論者による訳を記す。 
 
 
	  
. 」 
図８	 Tsingtau-Lied, Die Entstehung der Musterkolonie Kiautschou, Das Bundesarchiv 
http://www.bundesarchiv.de/oeffentlichkeitsarbeit/bilder_dokumente/00765/index-12.html.de 
「この歌は、1912 年 10 月 6 日、プロイセン皇太子ハインリヒ臨席栄誉の市民の祝宴で歌
われ、後に水兵たちに流布した。」 
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チンタオ今昔 
 
１．黄海に沿う愛する都市、 
 いくつもの丘に囲まれて、 
 おまえはいかに古いことか、いかに若いことか！ 
 ディードリヒスの艦船がかつてこの湾に来たり、 
 ここ東方で皇太子の旗がはためき、それ以来、 
 15 年の歳月が流れた 
 喜ばしく杯を揺らしながら 
 そのことを思い出そう！ 
 
２．汚い苦力の村は消えた 
粘土の小屋にかわって邸宅が立ち並び、 
深い谷間を埋めて素晴らしい道路が走り、 
かつては裸の崖、むき出しの高台だったところに、 
今やすらりとした松の樹冠が聳え立つ 
元気な兎が飛び跳ね、 
日曜日の鐘が鳴る 
 
３．かつては荒れた浜で 
漁師のジャンク船しか来なかったところに、 
今や誇らしい蒸気船が航跡を描き 
商人たちの積み荷が港湾に着く 
それから鉄道と醸造所も、 
考えてもみろよ、酒場がどんなにたくさんあるか！ 
「緑の牛」を埋め合わせるのさ 
ドイツ人の喉の渇きを静めるために 
 
４．「インク壺」から知が流れてくる 
中国のヤーメン（衛門	 地方を統治する役所）は人気なく 
ドイツ兵はもはや 
うっとうしい宿営地の路地なんかには住んでいない 
クラブが無数に繁盛して 
至るところドイツの歌が鳴り響く 
 
1 番でこのドイツ都市建設の発端を思い起こし、2 番でドイツ化＝植民地化の概要をコ
ンパクトに描き出している。即ち、インフラ整備とドイツ風建物の建設、（「汚い小屋にか
わって／邸宅が立ち並び、／深い谷間を埋めて／素晴らしい道路が走り、」）さらには緑地
化（「かつては裸の崖、むき出しの高台だったところに、今やすらりとした松の樹冠が聳え
立つ／元気な兎が飛び跳ね、」）、そしてキリスト教化（「日曜日の鐘が鳴る」）である。そし
て 3 番で商業・鉄道・醸造業の発展を歌い、4 番でドイツ文化を謳歌している。 
こうしてチンタオは、ドイツ人にとっての「模範的植民都市」として誇らしげに建設さ
れ、文化的にも発展していった。 
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 しかし、1914 年の第 1 次世界大戦では、日本が日英同盟のもと参戦し、11 月 7 日、青島
を占領した。 
上記ドキュメントの右側に手書きで書かれているテクストは、第 1 次大戦後に付け加え
られた 5 番と思われる。 
  
Und hat der Krieg uns auch geraubt 
was stolz besessen! 
Verzichtet nur, doch nicht verwirkt, 
verloren, wie vergessen! 
So leb in unserm Herzen fort, 
du liebes Tsingtau, schönster Ort 
Und denken all deutscher Ehren 
deine Ruhe soll ewig währen! 
 
そして戦争が我々から奪った 
誇らしく手にしていたものを 
諦めよう、しかし失うな、 
	 途方に暮れて、忘れ去られたように 
	 私たちの心の中に生き続けよ、 
	 おまえ、愛するチンタオよ、最も美しいところ、 
	 すべてのドイツ人たちの名誉を思い、 
	 おまえの名声は永遠に続くのだ！ 
   
「おまえ、愛するチンタオよ、最も美しいところ・・・おまえの名声は永遠に続くのだ！」
という呼びかけとともにドイツ兵たちは青島を去り、捕虜として日本に向かった。第 1 次
世界大戦と日本の関係は、後日、稿を改めて論じる。 
 
５．ドイツ帝国の想起	 ―	 ヴァルター・ベンヤミン「ベルリンの幼年時代」  
ところで、遠い東洋の地チンタオに、首都ベルリンに見紛うコロニアル都市を建設して
いった「ドイツ帝国」の意味を、ヴァルター・ベンヤミンは、「1900 年前後のベルリンの
幼年時代」で冷徹に分析している。ベンヤミンは、まず、この作品のエピグラフで、ベル
リンに立つ戦勝記念塔を次のように甘やかな幼い日々のイメージで想起している。 
 
	 	 おお	 こんがりと焼きあがった戦勝記念塔（Siegessäule）よ 
	 	 幼き日々の	 冬の砂糖をまぶされて 
 
しかしその後の本文「戦勝記念塔」では、次のようにその現実を叙述する。 
 
	 	 	 それは〔戦勝記念塔〕大きな広場に、日めくりカレンダーの赤い日付のように立っ
ていた。最後のセダンの日をめくるのとともに、この塔を倒すべきだったろう。私が
幼かった頃は、セダンの日抜きの年など想像することもできなかった。・・・	 ところ
で、セダンのあとに何が起こりえたのだったか？フランス人の敗北とともに世界史は
その栄光ある墓穴のなかへ沈み込みこんでいったように見えた。この戦勝記念塔はそ
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のうえに立つ墓標だったのだ。〔下線・和訳、論者〕2 
 
戦勝記念塔は、対デンマーク戦争（1864 年）勝利を記念して建設が開始され、その後の 
普墺戦争（1868 年）、普仏戦争（1870-71 年）の勝利もあわせて祝するものとして建設が続
けられ、1873 年完成し、9 月 2 日「セダンの日」に除幕された。「セダンの日」とは、1870
年 9 月 2 日、プロイセン軍がナポレオン 3 世軍に決定的な勝利をおさめた日であり、これ
を契機にドイツ軍は勝ち進み、1871 年 1 月 18 日、占領したヴェルサイユ宮殿鏡の間でプ
ロイセン王ヴィルヘルム一世がドイツ皇帝に即位、ドイツ帝国が成立した。「セダンの日」
はドイツ帝国にとって重要な戦勝記念日として 1918 年まで祝われた。ベンヤミンはテク
スト冒頭この戦勝記念塔を、エピグラフで描いたように砂糖をまぶされた甘い焼き菓子と
してではなく、ナショナルな「赤い日付」として描き（「セダンの日」は全国各地で祝さ
れたが、国民の祝日にはならなかったが）、最後の「セダンの日」とともに倒すべきだっ
たと述べている。さらには、「セダンのあとに何が起こりえたのだったか？」と問うて、
その後の第 1 次・第 2 次世界大戦という総力戦・大量虐殺の時代に落ち込んで行った世界
史を、「栄光ある墓穴へと沈みこんでいった」と記し、この勝利を祝する塔をその上に立
つ「墓標」と見なしたのだ。砂糖をまぶされた「焼き菓子」から「墓標」へ、それが、1938
年、ナチスに追われた亡命の地から想起した｢ドイツ帝国｣の、そして「ドイツ第 3 帝国」
の意味なのだ。 
「ドイツ帝国の想起」としての「1900 年頃のベルリンの幼年時代」の考察は、後日、稿
を改めて論じる予定である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                        
2 Walter Benjamin:Berliner Kindheit um neunzehnhundert <Fassung letzter Hand>. In: 
Walter Benjamin:Gesammelte Schriften VII-1. Frankfurt a.M.(Suhrkamp), S.389. 
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